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序

生駒市内には、史跡指定を受けている行基墓、美努岡萬墓をはじめとして多

くの遺跡があることが知られています。市南部の小平尾町からは今から二千年

も前の弥生時代の遺物もみつかっています。これらは、祖先がこの地に生活の

場を求めて以来、長い年月にわたって守り伝えられてきた、かけがえのない民

族の遺産であります。この貴重な遺産が失われないよう、また永く後世へ伝え

ることは現在の我々の使命と言えます。

今から15年前に『奈良県遺跡地図』が刊行されましたが、それによると、本

市内には18カ所の遺跡が登載されています。しかし、本市内にもその後、開発

の波が押し寄せ、各種の行為により先の文化遺産が改変されたり、失われてい

ることも事実です。またこの行為により、．偶然隼も遺跡が発見される場合もあ

ります。このような現状の中で、本市にあっては『奈良県遺跡地図』が実情に

そぐわなくなってきています。そこで本市独自の遺跡の把握が必要となってい

ます。

昭和62年度事業として国庫・県費の補助を受けて、遺跡詳細分布調査を実施

tLました。この結果、60カ所の新しい遺跡の発見に至り『奈良県遺跡地図』登

載分を含め74カ所の遺跡が本市内にあることがわかりました。

住宅地の造成など各種の開発が行われますが、地下の埋蔵文化財は破壊され

やすいものです。目の前の要求にとらわれず市民の宝である文化財を守り伝え

ていくことは大切なことです。

本書は本市所在の埋蔵文化財の基本台帳となるものであり、今後の文化財保

護行政を進めていく上で大いに活用していく所存であります。また本書が多く

の方々の目にふれ、埋蔵文化財に対する認識が高まり、学術研究ならびに郷土

史研究に多少なりとも役立つことを願います。

末筆になりますが、調査中および報告書作成にあたりまして、関係諸機関、

関係諸氏のご指導・ど協力を賜わりましたことをここに記し、深く感謝するし

だいであります。

生駒市教育委員会

教育長　坂本嘉彦



例　　　言

1本書は、昭和62年度国庫補助事業、県費補助事業として生駒市教育委員会が実施した

生駒市内遺跡分布調査の概要報告書である。

2　現地調査は、昭和62年7月1日に開始し、昭和63年3月31日をもって終了した。

3　調査組織は下記のとおりである。

調査主体　　生駒市教育委員会

調査指導　奈良県教育委員会文化財保存課

調査担当者　生駒市郷土資料館学芸員　明珍健二

調査事務局　生駒市教育委員会社会教育課

調査補助員　花園大学考古学研究室員＝富田貴博、土井一行、田中史生、村井毅史、

矢野悠紀子、前川佳代、平野敦子、嶋村みどり、本多元成、辻健二郎、

4　本書をまとめるにあたり下記の諸機関、諸氏のご指導、ど協力をいただいた。ここに

記して謝意を表する。

奈良国立文化財研究所、奈良国立博物館、奈良県立橿原考古学研究所、生駒市文化財保

護審議会、花園大学・伊達宗泰、生駒市隣接各市町村、また市内各自地会にも種々のご

協力をいただいた。

5　本書に添付した遺跡分布地図は、生駒市都市計画課が昭和52年9月作成の生駒市市街

地図1：2，500より縮少編さんトレスし、昭和58年7月に経年変化修正した1万分の1

の地図である。

6　図版1～20の航空写真は昭和63年1月に撮影したものである。

7　本書記載の遺跡は、文化財保護法第57条の2の「周知の埋蔵文化財包蔵地」に該当す

る。よって遺跡の現状を変更しようとする場合には、文化財保護法にもとづく所定の手

続きが必要である。これに関する手続き、取り扱い等は第Ⅳ章を参照されたい。

8　本書の執筆、編集は明珍がおこなった。
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I　調査の契機と経過

生駒市では昭和30年以降、大規模な宅地造成、農地転用、学校建設、道路整備等の土木工事が進

み、歴史的・地理的環境が大きく変化している。これまで生駒台、生駒台北・南、あすか野、真弓、

さつき台、萩の台等の住宅地の宅地造成はほぼ終了し、市制施行当時（昭和46年）に37，000人だっ

た人口も昭和62年には90，000人を突破し、昭和62年の人口増加率は全国第9位である。今後も白谷、

真弓等の大規模宅地造成が続く状勢であり、また各所で土木工事、ミニ開発が計画されている0

特に近鉄奈良線生駒駅、東生駒駅周辺や近鉄生駒線沿線の竜田川流域の各地域の開発スピードは

加速度に早まり、環境の変化には著しいものがある。

このような実情のなかで、開発に伴う埋蔵文化財の発掘調査件数も加速度的に増加してきており、

新しい成果をもたらしては消失している。先述の各地域においては遺跡破壊の危機に直面しており、

保存対策のための基礎資料づくりが急がれていた。このため生駒市教育委員会では、昭和62年度事

業として市内に所在する遺跡の詳細な分布調査を実施し、遺跡台帳の整備を図ることになった0

これまで市内遺跡の分布調査は、奈良県教育委員会によって実施された『奈良県遺跡地図』、奈

良大学考古学研究会によって踏査された『盾列』7、8号が刊行されている。今回の分布調査は市

内全域を対象としたものであり、『奈良県遺跡地図』等に記載されている遺跡の位置確認、現状把

握を行うとともに、新しい遺跡の確認にも留意した。現地調査は、開発の著しい近鉄生駒駅、東生

駒駅周辺と竜田川流域から実施し、他地域へと移っていき最終的に生駒山東麓の猪垣調査をもって

終了した。

踏査に際しては、1万分の1の白地図・を持ち歩き、各遺跡の位置を記入しながら計測、写真撮影

につとめた。

各遺跡の調査成果は、遺跡台帳に記入し付表2の生駒市遺跡一覧表としてまとめ、別添の遺跡地

図にその位置を明確にした。今後の土木工事等に備え、埋蔵文化財の保存・活用をはかっていくた

めの基礎資料としていきたい。

なお、参考資料として当教育委員会で扱った発掘届、発掘調査等の件数を付表3に掲載する。
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Ⅱ　位置と環境

1．地理的環境

生駒市は奈良県最北西部に位置し、西辺は大阪府、北辺は京都府に接している。また南北に細長

い市域（南北14．9km、東西7．8km）であるため隣接市町村も多く、大阪府は東大阪市、四候畷市、

大東市、交野市、枚方市、京都府は田辺町、精華町、奈良県内では奈良市、大和郡山市、斑鳩町、

平群町の合わせて11市町と隣接している。南北に長い市域は西に生駒山地、東に矢田丘陵に狭まれ

た谷地形となる中、南部地区と東に矢田丘陵、西北に貞阪奈丘陵を持っ北部地域が、昭和32年に合

併し総面積52．58kmの現在の市域を有することになった。

生駒市の没革は、北生駒村が母体となり昭和30年に南接する南生駒村、昭和32年に北接する北倭

村を吸収合併し、昭和46年に市制を施行した。

大阪と大和を結ぶ街道は古くから市域を経て通じており、東西には現国道163号線の清滝街道や

国道308号線の暗峠越奈良街道が通じ、南北には現国道168号線の郡山街道が走り、その交差点と

なる辻町や山崎町が市の中心部分となり現在でも発展を続けている。これらに加えて中・近世以降、

宝山寺参詣道、矢田寺参詣道等が生駒山地や矢田丘陵を峠越えで結ぶようになり、網の目のように

道路が交差するようになった。

生駒市域を流れる主要河川は、東にくろんど池に源を発する富雄川と西に生駒谷を流れる竜田川

があり、と一もに谷筋を南流し大和川と合流する。また北部の四候畷市と接する田原地区には北流す

る天の川水系があり、淀川へと流れている。富雄川、竜田川はともに大和川水系に属し、天の川は

淀川水系に属して水系を異にし、ている。また市北東部には京阪奈丘陵と西の京丘陵の間をぬうよう

に西流する山田川があり、木津川へと注いでいる。

生駒市西辺には生駒山地があり、信景山へと続き大和川峡谷を

はさんで二上山、金剛山葛城山脈とっづく。東辺は矢田丘陵にさ一

えざられ、この生駒谷を竜田川が流れ、現在の市中心部を形成し、

この谷を南北に走る国道168号線と阪奈道路が主要交通路になっ

ている。生駒市山崎町、辻町を中心とする地域が交通、文化の

要所として発展してきたのは先述のとおり、地理的環境によると

ころが大きいといえよう。
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2．歴史的環境

イ　旧石器・縄文時代

生駒市内においては、いまだ旧石器・縄文時代の遺物、遺構は確認されていないが、昭和55年ご

ろに開発された緑ヶ丘住宅地から石嫉2点が表採されている。他に共伴遺物はなく時期の特定はで

きないが縄文時代のものと推定できる。この緑ヶ丘は、生駒山地から東へ出る丘陵の先端に位置し、

竜田川と接する所である。

ロ　弥生時代

この時代の遺跡としては小平尾遺跡を挙げることができる。第二次世界大戦前に小学校の移転に

伴って出土したといわれ、現在生駒南小学校郷土資料室保管になっている。この資料は早くから注

目され、『生駒山脈、その地理と歴史を語る』、立命館大学地理学同好会編で小平尾遺跡出土遺物

として紹介されている。
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Ⅲ　主要遺跡の概要

1．高山城址

高山城は、富雄川上流の生駒市高山町庄由に位置する。山城で標高約218m、比高差約40mを図る。

模模は110mx’100mほどで、郭・土塁・土橋等が確認される。山上に二股になった60mx70mの

平場が主郭であり、北側の土塁のほかは小規模な鞍部になっているが、空堀としては認定し難い。

主郭の西南は尾根が細くなり土橋となって尾根先端部の九頑龍神を杷る小郭へと続く。主郭東側の

尾根の郭は、現在浄水場になって西南側が崩壊している。またその北東側にも山腹に三角形を呈す

る郭があり、北端に土塁が残り主郭の土塁と合わせ北辺の守備を固めていることがうかがえる。大

手通は城域の南麓から主郭の下の南西端に取り付き二九頑龍神を杷る郭の土橋付け根につづく。こ

の郭は城域の南限にふさわしく、南斜面を下った鞍部から先は20mほどが土橋状となり、その南に

土塁を背にしたような平場が存在する。縄張りは全体的にこぢんまりとした感がある。

鷹山氏一族の菩提寺は、城から1．7加はど南の法楽寺であったと伝えられ、居館はこの寺の付近

だったと伝承されている。また鷹山氏一族の墓は、法楽寺末寺・円楽寺があった法楽寺より北東

700mの富雄川左岸の丘陵上にある。昭和60年度の当市教委の試掘調査でこの寺は、廃仏毀釈運動

により廃寺となったことが確認された。現在この周辺地は、当市により竹林公園として整備中であ

る。

2．俵口北窯

生駒山地から東麓に開ける生駒谷には、いくっかの丘陵が東へ向かって伸びている。俵口北須恵

器窯はそのような中で、俵口町216－2番地において昭和58年6月25日に発見され、6月から7月

にかけて緊急発掘調査が実施された。発見の原因は宅地造成で、生駒市が現在おかれている開発状
l

況を端的に物語る好例であろう。発見当初は、断面にほぼ円形の炭灰層が3～5カ所存在すること

が確認されたが、灰原のみで窯体の確認には至らなかった。この灰原は、南北長約10m、東西幅約

5mの範囲と推定され、断面観察の結果大別すると3層に分層することができた。中から炭、灰、須

恵器のはか、スサ入りの焼壁粘土が出土している。遺物量はかなり多く、遺物箱250杯にも及んだ。

出土した須恵器の器種は、杯身・杯蓋・台付短頚壷・台付長頚壷・賓・薬壷・皿・盤等である。

この中で琢身・杯蓋がその大部分を占め、稀に器高30cmを超える大型の長頚壷も含まれている。仕

上げの調整は、へラ削りの後撫でによる仕上げ方法と水引き手法による仕上げの二種類に大別する

ことができる。

3．生駒山北方窯

生駒山北方窯は、生駒市債口町2115－2番地にあり、生駒谷古窯跡群の中では、最も高い標高約
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260m、北高差約160mはどのところに位置する。

西側は生駒山麓がせまり、東側は光陽台という新興

住宅地に囲まれ、西側の谷筋にはモチ川が流れてい

る。この窯は、昭和62年度に生駒市教育委員会が発

掘調査を実施し、それによって、小形の平窯ほかを

確認した。当初、露出している窯体とみられたもの

は窯跡とは認め難く、窯状遺構とするにとどまった

が、その東側から末掘区外に存在したとみられる窯

の灰原を見出し、さらにその下から最大長約2．2m、最大幅約1．6mの小形の平窯が、地山の花崗

岩層に掘り込まれた形で検出された。この小形平窯は、還元層、酸化層ともによく認められ、煙出

しは窯体内で上下2ヶ所に分けられ排煙効果をよくしている。さらに付属の施設として排水溝2条

および石組遺構1基を検出した。はかにも焼土拡1基、土拡5基などを確認している。

遺物は、大量に出土し、須恵器片を遺物箱300箱はど検出した。陶邑の4型式4段階または4型式

4段階と5型式1段階との間に比定されると思われる。

このほかにも、生駒山北方窯では付近に多くの窯跡が残存していると考えられ、矢田丘陵を越え

たところに位置する平城京を消費地とする一大古窯跡群として位置づけられよう。

4．忍性墓

竹林寺内忍性墓は、生駒市有里町215－1に所在し昭和61年6月14日から同10月8日まで橿原考

古学研究所が調査を実施した。

調査前の状況は、忍性墓塔については五輪塔の基壇・板石・蓮台の上に無縫塔の蓮台の部分が組

み立てられており、かなり荒廃したものであった。調査、検出した遺構は①忍性墓（石製八角形外

容器、骨蔵器）、③追葬施設（噂室）、③忍性墓の西側に設けられた火葬場跡、④忍性墓の周辺に

設けられた埋葬施設（墓6基）である。特に忍性の銅製骨蔵器は、石製八角形台座に石製八角形外

容器をかぶせた中に安置されていた。

忍性（良観上人）は、鎌倉時代の律僧として南都西大寺の中興叡尊と並び称されるほどその名は

っとに高い。忍性は大和国城下郡屏風里（現奈良県磯城郡三宅町屏風）に生まれ、幼い頃から信景

山で文殊信仰に親しみ、16歳で母を失って額安寺（大和郡山市）へ入った。翌天福元年（1233）に

は東大寺戒壇院で受戒し、以後毎月文殊菩薩の再来とうたわれた行基入寂の旧跡・生駒山の文殊山

竹林寺（現生駒市有里町）へ詣でた。この時、忍性19歳。その様子を『性公大穂譜』では、「嘉禎

元年十九歳、六年毎月詣ス生駒。」としるし、『律苑僧宴侍』には「十九歳。毎月詣二生駒山＿。」

と記している。また『忍性菩薩遊行略記』では「自二嘉禎元年＿六箇年間毎月詣二生駒＿。」と六年

に及ぶ竹林寺詣でをあらわし、『本朝高僧侍』には「往竹林寺、蹄命文殊、祈菩提心、断諸食事、
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表1　出土遺物一覧（忍性墓境内）

Nn 遺　　 物　　 名 形　 態 器　 高 最大限 口　径 備　　　 考

（∋ 忍性銅製骨蔵器 瓶 298 皿m

430

152 mm

170 皿

65

113

125

70

29

銘文あり（1）

2 宗朝金銅製骨蔵器 円筒 69 銘文あり（2）

3 陶製骨蔵器 三耳壷 380 内部に　 4 ～ 8

銘文あり（3）

銘文あり（4）

4 金銅製五輸塔形骨蔵器 五輪塔 69以上 53

5 金銅製五輪塔形骨蔵器 五輪塔 94 37

6 陶製水注骨蔵器 水注 70 110

7 銅製骨蔵器 円筒 34 23

8 漆塗骨蔵器 円筒 36 24

9 金銅製五輪塔形骨蔵器 五輪塔 85 37

10 銅製骨蔵器 由筒 37 43

11 銅製骨蔵器 円筒 29 21

12 銅製骨蔵器 円筒 29 17

13 銅製骨蔵器 円由 28 21

14 銅製骨蔵器 円筒 ・26 20

⑯ 囲基金銅製骨頑器 円筒 133 60

由 妙麗金銅製骨蔵器 瓶 134 60 銘文あり（5）

㊥ 灰粕陶製骨蔵器 四耳三筋壷 315 224 内部にNo26、骨に陀羅尼（7）

銘文あり（6）

内部に恥26、

内部にNn l あり

⑱ 金銅裂五輪塔形骨蔵器 五輪塔 66 27

㊥ 金銅製骨蔵器 円筒 82 28

⑲ 金銅製骨蔵器 円筒 65 35

21 金銅製骨蔵器 円筒 65 33

22 金銅製骨蔵器 円筒 63 24

23 銅製骨蔵器 円筒 34 15

24 銅製骨蔵器 円筒 33 16

㊥ 褐粕陶製水注骨蔵器 水注 197 151

・㊥ 白磁合子 合子 39 48

89

54

㊨ 青磁碗 碗 47

28 陶製水注骨蔵器 水注 67

29 陶器皿 皿 23

⑳ 石製外容器 八角方柱 7由

3 1 石製外容器 碗形 280 360 内部に恥 2 あり

八角形 （一辺20mm）

32

33

陶製骨蔵器

漆塗骨蔵器

＝量ご蟹

箱形

33 54

○は生駒市郷土資料館で昭和62年度開催・忍性展の展示に出品
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謂五字呪五萬錬遍。」と文殊菩薩の再来を祈って断食したことが記されている。

寂滅の著した『竹林寺縁起』（1235）によれば、竹林寺文殊堂付近から八角形石筒が出土しその

中から金銅簡製骨蔵器と銀製舎利瓶の出現によって竹林寺は行基再信仰の中心地になった。そして

また、忍性が竹林寺月詣でを開始したのはまさにこの年であった。

その後、西大寺中興叡尊に師事し仁治元年（1240）に額安寺で出家した。忍性は南都を舞台に戒

律復興に尽力する一方、慈善救済事業に精進する。『元亨釈書』には、物乞いもできず餓えている

重病患者の人々を朝に自ら背負い市に連れ、施物を得させ、夕方にはまた背負って帰ったという

美談を伝えている。現存するわが国最古の療養施設である北山十八問戸（現奈良市北辺）も忍性の

創設と伝えられている。

5．竹林寺古墳（前方後円墳）

竹林寺古墳は近鉄生駒線一分駅から南西へ約1km

はどの地点に位置し、生駒市有里町に所在する文珠

山竹林寺境内に位置している。生駒山地の主峰生駒

山（標高642．3m）から東へ伸びる丘陵が生駒谷へ

出ようとするところに本古墳は立地しており、竜田

川の支流・文殊川右岸に位置している。

ただし、丘陵の先端部に立地するのではなく、尾根

筋からやや南東へ下った緩斜面に尾根筋に平行して

造営されている。

本古墳の主体部は昭和14年（1939）に調査されている。古墳の主体部の基底部に礫床を設け、そ

の上に中央の厚さ18cm、左右厚約32cmで舟形に粘土床を作り、その上を粘土および礫石でおおい、

さらに板石を竪穴式石室の天井のように並べ、これらをおおうため割石で厳重に封じるというもの

で、一種の積石塚を思わせると報告されている。出土遺物は内行花文鏡1、石釧完形6、同破片若

干、刀剣身の鉄片、鉄釘11、円筒形埴輪片、家形埴輪片、衣蓋形埴輪片と経箇片と考えられる青銅

製品破片を検出している。経筒を除けば、主体部の構造、遺物から古墳時代前期末（4C末）の年

代を裏付けるものといえよう。

墳丘は前方部を東に後円部を西にする前方後円墳である。墳丘の現状は、前方部の半ばおよび後

門部先端の一部分が失われ、後門部の南西部に墳頂部へ通じる小道および掘削により一部損傷を受

けるが、残る部分は雑木におおわれているため原形をよく保存している。出土遺物の中に経筒片が

あること、また、後円部墳頂部や後円部裾に竹林寺住職の墓が建立されていることから、本古墳が

竹林寺へとり込まれることにより徐々に変形を受けてきたことがわかる。

墳丘の形態および諸特徴は、本古墳が南北方向に高低差のある西から東へ伸びる南側丘陵緩斜面
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に主軸を尾根筋に平行させて築造されている関係上、墳形非対称形となっている。また墳丘南側に

段築の存在が認められ、南側のみ二段築造となっている可能性がある。墳丘のもう一つの特徴は、

後円部先端付近の裾の標高と前方部頂部の標高が共に標高約140mでほぼ同じ高さで見えるように

後円部に対して前方部がかなり低くなっている。

墳丘規模は、前方部先端を失っているため明確ではないが、現在は全長約45mまで残り後円部の

規模から考えて原形は約60m前後であろうと推定されている。

外部施設については、今までのところ埴輪と茸石が認められている。埴輪については表採遺物か

らみると円筒形埴輪片と衣蓋形埴輪に円形透かしの認められる遺物もある。茸石は径20cmはどの人

頭大のものから径10cmはどのこぶし大の石を用い、後円部では茸石が何カ所か見られるが、前方部

ではほとんど確認されない。また、1981年に奈良大学考古学研究会が行った竹林寺古墳の測量の結

果、後円都南裾より2mはど南の位置に6m角の高さ0．3mはどの高まりを確認し、位置および形

態から考えて培塚ではないかと指適している。

6．小平尾遺跡

小平尾遺跡は、生駒市萩原町および、小平尾地内はかに所在し、暗越奈良街道と清滝街道の交叉

に近い標高約150m内外のところに位置する。昭和20年代以前、旧萩原小学校付近において出土遺

物が発見されている。

それらは、打製石槍または石包丁と思われるもの、さらに石鉄などが挙げられ、また、土器は全

て櫛目文を主体としたもので、ほかに簾状文、波状文が装飾されている。器種は壷、高杯、賓が大

半で、器体の色は総じて赤褐色ないしは灰褐色を呈し、生駒西麓に多く見られるものと類似してい

る。

この遺跡は、現在まで行われてきた住宅地の造成開発にともない、その正確な位置および範囲が

不明確な点が多く、明らかな位置を断定Lがたい。

7．行基墓

行基墓は、生駒市有里町211－1に所在する文殊

山竹林寺の境内に位置している。墓は境内東側およ

び竹林寺古墳の北側に位置し、昭和10年に国指定史

跡に指定された。現在墓所には、石造不動明王立像

が高まりに据えられている。

行基は、天智称制7年（666）河内国大鳥郡に生

まれ、父は王商氏の子孫高志才智、母は蜂田氏の女

であり、以後天武11年（682）に出家し、「愉伽唯
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識論」を感得した。（『大僧上舎利瓶記』）慶雲元年（704）には、母方の生家を寺に改め、家原

寺とした。行基は、河内、和泉、摂津などを基盤に民衆を教化してまわり、『行基年譜』によれば、

四十九院の建立にも努めた。また、民衆救済のために布施屋の設置および地溝開発などの社会事業

を営んだ。が、政府による弾圧も著しく、その様子は、『続紀』（養老元年（717）4月23日条）の

記するところである。

しかし、天平17年（745）大仏造営の言召が下されると、以後の政府の夏和政策により彼は大僧上

の任を受け、弟子を率いて造営費の勧進に活躍した。そして、天平21年（749）2月2月、行基は

四十九院の一つ菅原寺において82才で没し、後に平群郡生駒山の東陵で火葬された。（『大僧上舎

利瓶記』）

以後、行基の墓とされていた同墓を、鎌倉時代の文麿2年（1235）に竹林寺僧寂滅が掘り出し、

その結果、八角石筒に入った二重の銅筒およびそれらの内部に納められた銀製舎利瓶が発見された

ことが寂滅の注進状『行基菩薩御遺骨出現記』の記載によってうかがえる。

現在、その時発見された墓誌の残欠は昭和8年に行基菩薩舎利瓶残欠として重要美術品に指定さ

れ、奈良国立博物館に所蔵されている。

8．美努岡萬墓

美努岡萬墓は、生駒市青山台125－10ほかに所在

する。この墓は、明治5年に地元の青年により墓誌

が発見されたことによって明らかになった。墓誌は、

その後東京国立博物館に保管され、昭和30年に重要

文化財に指定された。また墓誌の発見された地点に

は、明治9年に模造墓誌が埋葬された。された。

昭和59年になって奈良橿原考古学研究所により発

掘調査が行なわれ、その結果、墓の全容に新たな知

兄が得られた。

墓は、生駒川の両岸に開けた谷筋の西側にある東西方向の丘陵東側近くに位置し、現在丘陵は、

住宅地開発により独立丘陵のようにみえる。

調査によると、基壇は上面が、一辺約1．5mのはぼ正方形で、基底部では東辺約2m、ほかは

2．4mの台形状で生駒石を積み上げており、高さは約50cmから1．5mをかぞえる。基壇の中央部の

浅い土砿からは砂質土にまじって、40片余りの成人のものと思われる人骨片および木炭片が、明治

の模造墓誌とともに出土した。墓は昭和60年に奈良県指定史跡に指定されている。

明治5年に出土した墓誌は、縦29．7cm（中央）、横20．7cm（中央）、厚さ0．2～0．3cmの銅製で、

表面に罫線を引き、17字詰11行計173字の銘文が刻まれている。銘文によると、美努岡萬は天武
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13年（684）に連姓を賜わーり、＿大宝元年（701）に遣唐使として派遣された。その後霊亀2年（716）

に従五位下を受け、宮内省主殿寮頑に任ぜられ、神亀5年（728）10月5日に67才で没したとされ

る。
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Ⅳ　周知の埋蔵文化財包蔵地

（周知の遺跡）の取り扱いについて

1事業区域が概略決定された段階で埋蔵文化財等の有無を本書で確認し、所在状況を教育委員会

に照会されたい。

2　埋蔵文化財包蔵地については本書においてできるだけ正確な位置を記入しているが、その範囲

などについては図面上で表現しきれない場合もある。このため予定地内の埋蔵文化財の所在につ

いては教育委員会と現地立会して範囲・位置を確認する。

3　地中に埋蔵されているという埋蔵文化財の固有の性格上、遺跡地図等に記載されている周知の

遺跡以外にも重要な遺跡が多く埋蔵されていることが予想される。このため、周知の遺跡以外の

地においてもその開発面積が1万ポ（1ha）を超える大規模開発事業をおこなう場合、奈良県教

育委員会教育長宛に「遺跡有無確認踏査願」（別紙様式1）の提出を求めているところである。

また、小規模開発についても踏査願の提出を願いたい。

4　ヒ記1・2・3等の結果、開発予定地内に埋蔵文化財包蔵地が存在する場合は、極力、現状保

存ができるように配慮していただきたい。

5　国の機関等が周知の遺跡で土木工事等をおこなおうとする場合は、文化庁長官宛に「埋蔵文化

財発掘通知」（別紙様式2）を提出しなければならない（文化財保護法第57条の3第1項）。ま

た国の機関以外（民間・団体等）の場合は、工事着手の60日前までに文化庁長官宛に「埋蔵文化財

発掘届」（別紙様式2）を提出しなければならない（文化財保護法第57条の2第1項）。

6　発掘調査を実施するにあたって調査に必要な経費については、原則として事業者に負担を願っ

ている。ただし、事業者が個人であって、もっぱら個人用に供する住宅の建設等にともなう発掘

調査については、地方公共団体が国庫補助等によって実施するのが適当と考えられている。

7　国の機関等が土木工事中に遺物の出土等により古墳、住居跡、その他遺跡と認められるものを

発見したときはその現状を変更することなく、遅滞することなくその旨を文化庁長官に「遺跡発

見通知」（別紙様式3）を提出しなければならない（文化財保護法第57条の6第1項）。また、

国の機関等以外の者が遺跡を発見した場合においても「遺跡発見届」（別紙様式3）を提出しな

ければならない（文化財保護法第57条の5第1項）。

遺跡発見届・通知後の遺跡の取り扱いについては上記5・6と同様の手続きが必要である。

8　各提出書類は教育委員会で備え付けている用紙を使用し、運用上は市町村教育委員会、都道府

県教育委員会を経由することとなっている。

9　土木工事、農作業等において土器の破片など埋蔵文化財と認められるものを発見されたときは、

所轄の警察宛に「遺物発見届」（別紙様式4）を提出しなければならない（遺失物法第1条第1

項）。
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昭和　　年　　月　　日

奈良県教育委員会教育長　殿

依頼者
住　所

氏　名

遺　跡　有　無　確　認’踏　査　願

このたび下記の地域で　　　　　　　　　をしたいので

遺跡の有無について事前に踏査くださるようお願い

します。

記

1　踏査依頼地

2　踏査連絡先（担当者）

（面積）

T E L

3　踏査希望月日

昭和　　年　　月　　　日

4　添付図面

①　位置を示す地図

④　範囲を示す地図

④　工法を示す地図

図2　別紙様式1
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第　　　　　　号

年　　月　　日

文　化　庁　長　官　殿

埋蔵文化財発掘の〔届出・通知〕について

周知の埋蔵文化財包蔵地において土木工事等のための発掘を実施した

いので、文化財保護法（昭和25年法律第214号）〔第57条の2第1項・

第57条の3第1項〕の規定により、別記1の事項について、関係書類を

添付し、別記2のとおり〔届出・通知〕します。

図3　別紙様式2
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文　化　庁　長　官　殿

住　所

氏名等

遺跡発見の〔届出・通知〕について

遺跡と認められるものを発見したので、文化財保護法（昭和25年法律

第214号）〔第57条の5第1項・第57条の6第1項〕の規定により、別

記1の事項について、関係書類を添付し、別記2甲とおり〔届出・通知〕

します。

図5　別紙様式3
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遺　物　発　見　届

記

1．．物　 L件　 の

名 称 ・数 量

2． 発 見 者 ‾の

住 所 ・氏 名

生　 年 月　 日

3． 発見 した土地

または家屋の

所 有 者　 の

住 所 ・氏 名

生　 年 月　 日

4． 発見の年月日 昭和　 年　 月　　 日～昭和　 年　 月　　 日－

5． ‾発 見 の 場 所

q・ 発 見 の 原 因

7． 発見 した土地

または家屋の
所 有 権 取 得

年　 月　 日

8． 備　　　　 考

上記物件は遺失物法第1条の規定に基づき提出します

昭和　　　年　　　月　　　日

生駒警察署長殿

発見者

図7　別紙様式4
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付載　関　係　法　律

文化財保護法（抄）

昭和25年5月30日

法　律　第214号

第1章　総　　　則

（この法律の目的）

第1条　この法律は、文化財を保存し、且つ、その活

用を図り、もって国民の文化的向上に資するとと

もに、世界文化の進歩に貢献することを目的とす

る。

（文化財の定義）

第2条　この法律で「文化財」とは、次に掲げるも

のをいう。

一　建造物、絵画、彫刻、工芸品、書跡、典籍、

古文書その他の有形の文化的所産で我が国にとっ

て歴史上又は芸術上価値の高いもの（これらの

ものと一体をなしてその価値を形成している土

地その他の物件を含む。）並びに考古資料及び

その他の学術上価値の高い歴史資料（以下「有

形文化財」という。）

二　演劇、音楽、工芸技術その他の無形の文化的

所産で我が国にとって歴史上又は芸術上価値の

高いもの（以下「無形文化財」という。）

三　衣食住、生業、信仰、年中行事等に関する風

俗慣習、民俗芸能及びこれらに用いられる衣服、

器具、家屋その他の物件で我が国民の生活の推

移の理解のため欠くことのできないもの（以下

「民俗文化財」という。）

四　員づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の

遺跡で我が国にとって歴史上又は学術上価値の

高いもの、庭園、橋梁、峡谷、海浜、山岳その

他の名勝地で我が国にとって芸術上又は観賞上

価値の高いもの並びに動物（生息地、繁殖地及

び渡来地を含む。）、植物（自生地を含む。）及

び地質鉱物（特異な自然の現象の生じている土

地を含む。）で我が国にとって学術上価値の高

いもの（以下「記念物」という。）

五　周囲の環境と一体をなして歴史的風致を形成

している伝統的な建造物群で価値の高いもの

（以下「伝統的建造物群」という。）

2　この法律の規定（第27条から第29条まで、第37条、’

第55条第1項第4号、第84条の2第1項第1号、．

第88条、第94条及び第115条の規定を除く。）中

「重要文化財」には、国宝を含むものとする。

3　この法律の規定（第69条、第70条、第71条、第

77条、第83条第1項第4号、第84条の2第1項第

5号及び第6号、第88条並びに第94条の規定を除

く。）中「史跡名勝天然記念物」にはヾ特別史跡

名勝天然記念物を含むものとする。

（政府及び地方公共団体の任務）

第3条　政府及び地方公共団体は、文化財がわが国

の歴史、文化等の正しい理解のため欠くことので

きないものであり、且つ、将来の文化の向上発展

の基礎をなすものであることを認識し、その保存

が適切に行われるように、周到の注意をもってこ

の法律の趣旨の徹底に努めなければならない。

（国民、所有者等の心構）

第4条　一般国民は、政府及び地方公共団体がこの

法律の目的を達成するために行う措置に誠実に協

力しなければならない。

2　文化財の所有者その他の関係者は、文化財が貴

重な国民的財産であることを自覚し、これを公共

のために大切に保存するとともに、できるだけこ

れを公開する等その文化的活用に努めなければな

らない。

3　政府及び地方公共団体は、この法律の執行に当っ

て関係者の所有権その他の財産権を尊重しなけれ

ばならない。

（中　略）

第4章　埋蔵文化財

（調査のための発掘に関する届出、指示及び命令）

第57条　土地に埋蔵されている文化財（以下「埋蔵

文化財」という。）にづいて、その調査のため土

地を発掘しようとする者は、文部省令の定める事

項を記載した書面をもって、発掘に着手しようと

する日の30日前までに文化庁長官に届け出なけれ

ばならない。ただし、文部省令の定める場合は、

この限りでない。

2　埋蔵文化財の保護上特に必要があると認めると

きは、文化庁長官は、前項の届出に係る発掘に関

し必要な事項及び報告書の提出を指示し、又はそ

の発掘の禁止、停止若しくは中止を命ずることが

できる。

（土木工事等のための発掘に関する届出及び指示）

－18　－



第57条の2　土木工事その他埋蔵文化財の調査以外

の目的で、貝づか、古墳その他埋蔵文化財を包蔵

する土地として周知されている土地（以下「周知

の埋蔵文化財包蔵地」という。）を発掘しようと

する場合には、前条第1項の規定を準用する。こ

の場合において、同項中「30日前」とあるのは、

「60日前」と読み替えるものとする。

2　埋蔵文化財の保護上特に必要があると認めると

きは、文化庁長官は、前項で準用する前条第1項

の届出に係る発掘に関し必要な事項を指示するこ

とができる。

（国の機関等が行う発掘に関する特例）

第57条の3　国の機関、地方公共団体又は国若しく

は地方公共団体の設立に係る法人で政令の定める

もの（以下この条及び第57条の6において「国の

機関等」と総称する。）が、前条第1項に規定す

る目的で周知の埋蔵文化財包蔵地を発掘しようと

する場合においては、同条の規定を適用しないも

のとし、当該国の機関等は、当該発掘に係る事業

計画の策定に当たって、あらかじめ、文化庁長官

にその旨を通知しなければならない。

2　文化庁長官は、前項の通知を受けた場合におい

て、埋蔵文化財の保護上特に必要があると認める

ときは、当該国の機関等に対し、当該事業計画の

策定及びその実施について協議を求めるべき旨の

通知をすることができる。

3　前項の通知を受けた国の機関等は、当該事業計

画の策定及びその実施について、文化庁長官に協

議しなければならない。

4　文化庁長官は、前2項の場合を除き、第1項の

通知があった場合において、当該通知に係る事業

計画の実施に関し、埋蔵文化財の保護上必要な勧

告をすることができる。

5　前4項の場合において、当該国の機関等が各省

各庁の長（国有財産法（昭和23年法律第73号）第

4条第2項に規定する各省各庁の長をいう。以下

同じ。）であるときは、これらの規定に規定する

通知、協議又は勧告は、文部大臣を通じて行うも

のとする。

（埋蔵文化財包蔵地の周知）

第57条の4　国及び地方公共団体は、周知の埋蔵文

化財包蔵地について、資料の整備その他その周知

の徹底を図るために必要な措置の実施に努めなけ

ればならない。

2　国は、地方公共団体が行う前項の措置に関し、

指導、助言その他の必要と認められる援助をする

ことができる。

（遺跡の発見に関する届出、停止命令等）

第57条の5　土地の所有者又は占有者が出土品の出

土等により貝づか、住居跡、古墳その他遺跡と認

められるものを発見したときは、第57条第1項の

規定による調査に当たって発見した場合を除き、

その現状を変更することなく、遅滞なく、文部省

令の定める事項を記載した書面をもって、その旨

を文化庁長官に届け出なければならない。ただし、

非常災害のために必要な応急措置を執る場合は、

その限度において、その現状を変更することを妨

げない。

2　文化庁長官は、前項の届出があった場合におい

て、当該届出に係る遺跡が重要なものであり、か

つ、その保護のため調査を行う必要があると認め

るときは、その土地の所有者又は占有者に対し、

期間及び区域を定めて、その現状を変更すること

となるような行為の停止又は禁止を命ずることが

できる。ただし、その期間は、3箇月を超えるこ

とができない。

3　文化庁長官は、前項の命令をしようとするとき

は、あらかじめ、関係地方公共団体の意見を聴か

なければならない。

4　第2項の命令は、第1項の届出があった日から

起算して1箇月以内にしなければならない。

5　第2項の場合において、同項の期間内に調査が

完了せず、引き続き調査を行う必要があるときは、

文化庁長官は、1回に限り、当該命令に係る区域

の全部又は一部について、その期間を延長するこ

とができる。ただし、当該命令の期間が、同項の

期間と通算して6箇月を超えることとなってはな

らない。

6　第2項及び前項の期間を計算する場合において

は、第1項の届出があった日から起算して第2項

の命令を発した日までの期間が含まれるものとす

る。

7　文化庁長官、第1項の届出がなされなかった場

合においても、第2項及び第5項に規定する措置

を執ることができる。

8　文化庁長官は、第2項の措置を執った場合を除

き、第1項の届出がなされた場合には、当該遺跡

の保護上必要な指示をすることができる。前項の

規定により第2項の措置を執った場合を除き、第

1項の届出がなされなかったときも、同様とする。
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9　第2項の命令によって損失を受けた者に対して

は、国は、その通常生ずべき損失を補償する。

10　前項の場合には、第41条第2項から第4項まで

の規定を準用する。

（国の機関等の遺跡の発見に関する特例）

第57条の6　国の機関等が前条第1項に規定する発

見をしたときは、同条の規定を適用しないものと

し、第57条第1項又は第98条の2第1項の規定に

よる調査に当たって発見した場合を除き、その現

状を変更することなく、遅滞なく、その旨を文化

庁長官に通知しなければならない。ただし、非常

災害のために必要な応急措置を執る場合は、その

限度において、その現状を変更することを妨げな
l

い。

2　－文化庁長官は、前項の通知を受けた場合におい

てこ当該通知に係る遺跡が重要なものであり、か

つ、その保護のため調査を行う必要があると認め

るときは、当該国の機関等に対し、その調査、保

存等について協議を求めるべき旨の通知をするこ

とができる。

3　前項の通知を受けた国の機関等は、文化庁長官

に協議しなければならない。

4　文化庁長官は、前2項の場合を除き、第1項の

通知があった場合において、当該遺跡の保護上必

要な勧告をすることができ．る。

5　前4項の場合には、第57条の3第5項の規定を

準用する。

（文化庁長官による発掘の施行）

第58条　文化庁長官は、歴史上又は学術上の価値が

特に高く、かつ、その調査が技術的に困難なため

国において調査する必要があると認められる埋蔵

文化財については、その調査のため土地の発掘を

施行することができる。

2　前項の規定により発掘を施行しようとするとき

は、文化庁長官は、あらかじめ、当該土地の所有

者及び権原に基づく占有者に対し、発掘の目的、

方法、着手の時期その他必要と認める事項を記載

した令書を交付しなければならない。

3　第1項の場合には、第39条（同条3項において

準用する第32条の2第5項の規定を含む。）及び

第41条の規定を準用する。

第59条　前条第1項の規定による発掘により文化財

を発見した場合において、文化庁長官は、当該文

化財の所有者が判明しているときはこれを所有者

に返還し、所有者が判明しないときは、遺失物法

（明治32年法律第87号）第13条で準用する同法第

1条第1項の規定にかかわらず、警察署長にその

旨を通知することをもって足りる。

2　前項の通知を受けたときは、警察署長は、直ち

に当該文化財につき遺失物法第13条で準用する同

法第1条第2項の規定による公告をしなければな

らない。

（提出）

第60条　遺失物法第13条で準用する同法第1条第1

項の規定により、埋蔵物として差し出された物件

が文化財と認められるときは、警察署長は、直ち

に当該物件を文化庁長官に提出しなければならな

い。但し、所有者の判明している場合は、この限

りでない。

（鑑査）

第61条　前条の規定により物件が提出されたときは、

文化庁長官は、当該物件が文化財であるかどうか

を鑑査しなければならない。

2　文化庁長官は、前項の鑑査の結果当該物件を文

化財と認めたときは、その旨を警察署長に通知し、

文化財でないと認めたときは、当該物件を警察署

長に差し戻さなければならない。

（引渡）

第62条　第59条第1項又は前条第2項に規定する文

化財の所有者から、警察署長に対し、その文化財

の返還の請求があったときは、文化庁長官は、当

該警察署長にこれを引き渡さなければならない。

（国庫帰属及び報償金）

第63条　第59条第1項又は第61条第2項に規定する

文化財でその所有者が判明しないものの所有権は、

国庫に帰属する。この場合においては、文化庁長

官は、当該文化財の発見者及びその発見された土

地の所有者にその旨を通知し、且つ、その価格に

相当する額の報償金を支給する。

2　前項に規定する発見者と土地所有者とが異なる

ときは、前項の報償金は、折半して支給する。

3　前2項の場合には、第41条第2項から第4項ま

での規定を準用する。

（譲与等）

第64条　政府は、前条第1項の規定により国庫に

帰属した文化財の保存のため又はその効用から

見て国が保有する必要がある場合を除いて、当該

文化財の発見者又はその発見された土地の所有者

に、その者が前条の規定により受けるべき報償金

の額に相当するものの範囲内でこれを譲与するこ
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とができる。

2　前項の場合には、その譲与した文化財の価格に

相当する金額は、前条に規定する報償金の額から

控除するものとする。

3　政府は、前条第1項の規定により国庫に帰属し

た文化財の保存のため又はその効用から見て国が

保有する必要がある場合を除いて、当該文化財の

発見された土地を管轄する地方公共団体に対し、

その申請に基き、当該文化財を譲与し、又は時価

よりも低い対価で譲渡することができる。

（遺失物法の適用）

第65条　埋蔵文化財に関しては、この法律に特別の

定のある場合の外、遺失物法第13条の規定の適用

があるものとする。

（以　下　略）

遺失物法（抄）

明治32年3月24日

法　律　第81号

第1条　他人ノ遺失シタル物件ヲ拾得シタル者ハ速

二遺失者又ハ所有者其ノ他物件回復ノ請求権ヲ有

スル者二其ノ物件ヲ返還シ又ハ警察署長二之ヲ差

出スへシ但シ法令ノ規定二依り私二所有所持スル

コトヲ禁シタル物件ハ返還スルノ限二アラス

④　物件ヲ警察署長二差出シタルトキハ警察署長ハ

物件ノ返還ヲ受クへキ者二之ヲ返還スへシ若シ返

還ヲ受クへキ者ノ氏名又ハ居所ヲ知ルコト能ハサ

ルトキハ命令ノ定ムル所二従ヒ公告ヨ為スへシ

（中　略）

第13条　埋蔵物二関シテハ第10条及第10条ノ2ヲ除

クノ外本法ノ規定ヲ準用ス

（以　下　略）

－　21－



参　考　文　献

藤岡謙二郎『生駒山脈－その地理と歴史を語る』　立命館大学地理学同好全編

小島俊次『奈良県の考古学』　吉川弘文館

白石太一郎他『奈良県遺跡地図』第2分冊　奈良県教育委員会

中井一夫他『奈良県遺跡地図』第4分冊　奈良県教育委員会

『日本古代の墓誌』　奈良国立文化財研究所

『日本城郭大系』第10巻　新人物往来社

池田末則、横田健一監修『奈良県の地名』（日本歴史地名大系第30巻）

『奈良県遺跡地図』第2分冊改訂　奈良県教育委員会

『　　〝　　　』第4分冊改訂　　　　　〝

『大和志且全9巻

．『生駒市誌』

1944（S19）

1965（S40）

1971（S46）

1975（S50）

1979（S54）

1980（S55）

1981（S56）

1984（S59）

1982（S57）10～1983（S58）6

1971（S46）11～1985（S60）3

末永雅雄「生駒郡南生駒村有里竹林寺古墳」『奈良史跡調査報告』2

『生駒市古文化財』

『生駒市石造文化財一生駒谷－』

生駒市埋蔵文化財調査報告第2集『俵口北須恵器窯発掘調査概報』

〝　　　　第3集『美努岡萬墓発掘調査概報』

1942．

1975．3

1977．3

1984．3

1984．3

〝　　　　第4集『仮称生駒市竹林公園整備予定地内発掘調査概要』1986．3

〝　　　　第5集『萩原遺跡発掘調査報告書』

生駒市文化財調査第6集『生駒の年中行事』

梅原末治「行基舎利瓶記に見えたる其の姓氏と享年に就て」『考古学雑誌』5－12

京谷康信「奈良時代窯址調査」『考古学雑誌』10－2

田村吉永・森本六爾「美努連岡萬の墳墓」『考古学雑誌』15－10

上田三平「奈良県生駒町の古代陶窯遺跡」『考古学雑誌』16－1

川勝政太郎「大和興山及び囲福寺の宝筐印塔」『考古学雑誌』27－12

京谷康信「大和生駒山のシシガキと高安城私考」『考古学雑誌』22－3

森本六爾「墓誌銅板を出した美努岡萬の墳墓」『考古学』7－5

若林勝邦「美努岡萬連墓誌の発見」『考古界』2－9

－　22　－

1987．3

1987．3



川勝政太郎「奈良県生駒郡長弓寺文明在銘の誕生彿」『史透と美術』13－5

斉藤　忠「猪垣遥蹟考」『歴史地理』63－4

奈良大学考古学研究会：『盾列』7・8号

－　23　－



生駒市遺跡分布地図凡例

1別添の遺跡分布地図には、古墳、集落跡、寺院跡、城跡、遺物散布地など、現在までに確認で

きた遺跡を記入している。

2　記入した遺跡は、古代から近世まで及ぶが、中・近世の遺跡については必ずしも記載が十分は

いえない。

3　本地図の下図は生駒市が作成した1万分の1地図を二分割して使用し、地図の分割法については

図8に示した。遺跡は、その規模、範囲を1万分の1白地図に遺跡番号とともに赤色で記入して

いる。

4　古墳は、墳形で示している。古墳状隆起や断定できないものについては白ぬきで表現し確実な

古墳と区別している。

5　遺物散布地は、現地調査において特に遺物の散布が顕著であった範囲を示したもので必ずしも

遺跡そのものの範囲を示したものではない。よって遺跡の隣接地においても調査が必要となる場

合がある。

6　遺跡分布地図番号は、各地区単位に付してあり、それぞれ遺跡一覧表の遺跡番号と一致する。

7　この遺跡分布地図は、今後の調査の進展により遺跡の範囲、位置などが加除、修正する場合が
■

ある。

表2　遺跡数一覧表

古　 墳 窯　 跡
遺　 物
散布地
城　 跡 墳　 華 寺院跡 シシ垣 平坦面 瓦　 窯 その他 合　 計

5 18 34 6 4 3 1 1 1 1 74

古　 墳 奈　 良 平　 安 中　 世 近　 世 その他 不　 明 合　 計

1 24 2 45 19 1 6 98
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図8　遺跡分布地図索引図

主　　 要　　 記　　 号

古　墳 （前方後円墳）

○ 古墳状隆起
（古墳の可能性があるもの）

遺 物 散 布 地 （範囲）

シ　 シ　ガ　キ

平　 坦　 図

図9　遺跡分布地図主要記号凡例
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付表1　生駒市所在の指定文化財一覧表

種　 類 名　　　　　　　　　　　 称 指　 定　 年　 月 ，日 員数 所　 有　　 者
管理者管理団体

所　在　 地 時　 代

国 建造物 長弓寺本堂 昭和2 8年 1 1月1 4日 1棟 長　 弓　 寺 上　　 町 鎌　 倉

宝 工　 芸
金銅能作生塔 昭和3 0年　 2月．‘2日 1基 長　 福　 寺 俵　 口　町 鎌　 倉

太刀　虹 恒 昭和2‾7年　 3月2 9日 1口 渡　辺　 国　 武 西旭 ヶ丘 平　 安

［

‡

イ

長福寺本堂 明治3 2年　 4月　 5日 1枚 長　 福　 寺 俵　 口　町 鎌　 倉

宝憧寺本堂 明治3 7年　 2月 1 8 日 1棟 宝　 瞳　 寺 小平尾町 鎌　 倉

円福寺本堂 大正1 1年　 4月 1：3 日 1枚 円　 福　 寺 有　里　 町 室　 町

重

建 造物

円福寺宝匪印塔

宝複印塔

宝山寺獅子閻

昭和3 0年　 2月　 2日 2基 円　 福　 寺 有　里　 町 鎌　 倉

昭和3 2年　 2月1 9日 1基 有里外9 ヵ大字 有　 里　 町 鎌　 倉

昭和3 6年　 3月2 3日 1棟 宝　 山　　 寺 門　前　 町

上　　 町

上　　　 町

高　山　 町

明　 治

JJ 内証寺五輪塔 甘辞口3 6年　 3月2 3日 1基 円　 証　 寺 室　 町

円証寺本堂 口許口4 6年 ．6月2 2日 1華 円　 証　 寺 室　 町

要

文

高山八幡宮本殿 口許口5 3年　 5月3 1日 1枚 高山八 幡 宮 室　 町

吟　 画

絹本著色愛染明王像 明治4 2年　 4月　 5 日 1幅 宝　 山　 寺．門　前　 町 鎌　 倉

縮本署色春日量茶羅図 明治4 2年　 4月　 5 日 1幅．宝　 山　 寺 門　前　 町 南北 朝

絹本著色弥勒菩薩像 明治3 2年　 8月 1日 1幅

1幅

宝　 山　 寺 門　前　 町 鎌　 倉

絹本著色生駒豊茶羅図 昭和3 2年　 2月　 9日 生　 駒　神　 社 奈．国　博 鎌　 倉

彫　 刻

木造文殊菩薩詰獅像・普軍師 象像 昭和3 9年　 9月　 6日 ’2躯 円　 証　 寺 上　　 町

門　前　 町

上　　　 町

平　 安

厨子入木造五大明王像 大正　元年　 9月　 3日 5娠 ・宝　 山　 寺 江　 戸

木造十づ毎観音立像 昭和 1 1年′9月 1 8日 1嘘 長　 弓　　 寺 鎌　 倉

書　 跡 能本世阿弥筆 噂印4 7年　 5月3 0 日 5巻 宝　 山　 寺 門　前　 町 室　 町

考古資料
美努岡苫連墓誌 昭和3 0年　 6月2 2 日 1両

1括

国 ‘ 東　国　 博 奈　 良

大和竹林寺忍性基出土品 昭和6 2年　 6月‾　6 日 竹　 林　 寺 有　里　 町 鎌　 倉

化

財

国

県
ヒ甘定
文
ヒ
財

黒漆厨子 昭和1 1年　 9月1 8日 1基

11口

寸甲．

守 b

l口

1口

1口

1口

1口

長　 弓　 寺 上　　 町

酉旭ヶ丘

鎌　 倉

短刀　銘来国光 昭和　 6年 1月1 9日 ‾渡　 辺L一武　 三 南北朝

短刀　無銘 （伝貞宗） 昭和1 3年　 7月　 4個」 ．渡．辺　 武　 三 酉旭 ヶ丘 南北朝

刀　 銘津田越前守蜘去 昭和2 7年　 7月 1 9・月 轟∴辺　 武・三 酉旭 ヶ丘 江　 戸

工　 芸 刀　 無銘 （伝志津） 昭和1 7年　 6月2 6日 渡　辺　 忠　一 酉旭 ヶ丘 桃　 山

太刀　銘国吉 昭和2 7年　 7月 1 9 日 渡　辺　忠　 一 酉旭ヶ丘 鎌　 倉

短刀　銘長谷剖垣直 昭和2 8年1 1月1 4 日 渡　辺　忠　 一 酉旭ヶ丘 南北 朝

短刀　 銘来速光 昭和2 8年　 3月3 1日 渡　辺　礼　 二 酉旭ヶ丘 鎌　 倉

短刀　絃左 筑州住 （名物小夜左文字） 昭和2 7年　 7月1 9日 渡　 辺　礼　 二 西旭ヶ丘 南北 朝

太刀　銘来酉俊 昭和3 0年　 2月　 2日 1口 涜　辺　 礼　 二 酉旭 ヶ丘 鎌　 倉

I考古資料恒 報 舎利瓶残欠 昭和　 8年1 1月1°1日 1片

1艦‘

国 奈　国　 博 奈　 良

定史跡 行基基 昭和1 0年　 3月　 3日 竹　 林　 寺 有　里　 町

上　　 町

門　前　 町

奈　 良

I l・】 l木造地蔵菩薩立像 昭和4 4年　 3月2 8 日 長　 弓　 寺 鎌　 倉

書　 跡
観世世阿弥能禁伝書 昭和2 9年　 4月　 8 日 8点 宝　 山　 寺 室　 町

金春禅竹能禁伝書 昭和5 2年　 7月 1日 5点 宝　 山　 寺
ヽ

門　前　 町 室　 町

工　 芸 木造黒漆塗彩絵厨子 昭和6 2年　 3月1 0日．1基

I

長　 福　 寺 俵　口　町 鎌　 倉

奈　 判

無　 形 装刀具製作 （鞠師） 昭和4 9年　 3月2 6日 杉　 本　繁　 雄 元　　　 町

史　 跡 美柵 貫墓 昭和6 0年　 3月1 5呵 l生　 駒　 市 青 叫 勘
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付表3　生駒市埋蔵文化財発掘調査等一覧表

埋蔵文化財発掘調査一覧

年度 名　　　 称（遺跡名） 所　 在　 地 調　査　担　当 種　 類 時　 代 備　 考

58

俵口北須恵器窯跡 俵口町216－2番地
県立橿原考古学研
窄所 産遺跡 奈　 良 宅地開発中

に発見

美努岡萬墓
青山台125－3番地

はか

県立橿原考古学研
究所 墳　 墓 奈　 良 宅地開発

59 北大和土地区画整理事業
にともなう事前発堀調査

上町3591－1番地
県立橿原考古学研
究所 ’物散布地 宅地開発

62

第2阪奈道路建設にとも壱分町215－1番地 県立橿原考古学研
塩物散布地 宅地開発なう事前発掘調査 ほか31筆 究所

生駒山北方窯跡
俵口町2115－づ番地

はか
生駒市教育委員会

l

産遺 奈　 良

田原城址
南田原町1982番均

はか
生駒市教育委員会

巨 跡
中　 世 道昭建設

埋蔵文化財試掘調査一覧

年度 名　　　 称 （遺跡名） 所　 在　 地 調　査　 担　 当 種　 類 時　 代 備　 考

60 （仮称）生駒市竹林寺公園予定地試掘調査
高山町3573番地

ほか
生駒市教育委員会 、物散布地 中　 世

61 萩原遺跡
萩原町321番地

ほか
生駒市教育委員会 塩物散布地 弥　 生

62

（仮称）俵口公民館建設に
ともなう試掘調査

俵口町78ト 1番地
ほか
生駒市教育委員会 ’生物散布地 中　 世

水路改修にともなう 小倉寺町60．62．63 県立橿原考古学研 、物散布地 中　 世試掘調査 番地 究所

工事立会一覧

年度 所　　 在　　 地 立 会 担 当 種　　 類 時　　 代． 備　　　 考

59 上町5048－1番地はか奈良県教育委員会 遺物散布地 中　　 世 生駒市教育施設の造成

61 壱分町地内 生駒市教育委員会 遺物散布地 中　　 世 水路改修
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図10　航空写真索引図

（芸霊霊霊霊4は除く0）
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